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教育実践報告

障害のある子ども達へのグループアプローチによる
対人関係能力の向上

―特別支援学校小学部生を対象とした対人関係ゲームの効果―

岸田 幸弘・下平 玲夏

Improving Interpersonal Skills Through a Group Approach with Handicapped Children:
The Effects of Social Interaction Games for Elementary School Children in a Special School

KISHIDA Yukihiro and SHIMODAIRA Reika

要　　旨
　集団を育てるカウンセリング技法として学校等で行われている対人関係ゲーム（Social Interaction 
Games）を、個別の対応が中心となっている特別支援学校で実施した。小学部で行われている「親子
SST（Social Skills Training）」の活動において対人関係ゲームを実施し、児童のゲーム中の行動記録
や担任へのアンケート、対象児とその保護者からのフィードバック等から、対人関係ゲーム中の行動
の傾向とゲームの効果、および集団全体の特性への効果を考察した。その結果、対象児童は「積極的
交渉」を中心に様々な対人行動を起こしており、対人関係ゲームの実施が、特別支援学校小学部生にとっ
て集団の中で対人経験を積む場として有効であることが確認できた。
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Ⅰ．問題と目的
　学校現場においてインクルーシブ教育が進められ
る中、障害のある児童の中には、友だちとよい関係
をもちたいと願いながら、対人関係において経験が
少なく未学習なために、関係を結ぶことが困難な
子どもがいる。その解決のために、人付き合いを
円滑に運ぶための知識や具体的な技術「ソーシャル
スキル（Social skills）」を学ぶ機会が必要とされてい
る（田上・今田・岸田、2007）1）。また、児童の対人
関係の問題に効果的に作用することが期待できる予
防・開発的アプローチの一つ「対人関係ゲーム（Social 
Interaction Games）」（田上、2003）2）の実践が、小・
中学校における質の高い学級集団づくりや（岸田、
2014）3）、発達障害児が学級集団と共に活動してい
けるようになる等、障害のある子どもを含む集団へ
の支援に有効であるということが、先行研究や実
践例において報告されている（田上・今田・岸田、
2007）1）。更に田上ら（2007）1）は、獲得したスキルを
生きて働く本物の力とするために、基礎的なソーシャ
ルスキルを継続的に教えていくことと、集団を育て
る対人関係ゲームを、並行して展開させることが、
障害のある子ども達への支援として大変有効である
と述べている。
　対人関係ゲームの個別児童への効果について、山
下、窪田（2019）4）による小学生を対象とした効果の
検討において、ゲームの実施を通して、引っ込み思
案児の引っ込み思案行動、攻撃性の高い児童の攻撃
行動がそれぞれ減少したという一事例からの結果が
示された。対人関係ゲームの実施が、個々の持つ特
性の緩和に関しても有効であることが窺われる。ま
た、田上ら（2007）1）は小学校の特別支援学級在籍児
童6名（知的なハンディをもつ子ども5名、情緒的な
ハンディをもつ子ども1名）で行われた対人関係ゲー
ム「共同絵画」において、子ども達がお互いに言葉
を交わしながら一つの作品を完成させて題名をつけ、
満足そうにしていた事例を報告している。このよう
に対人関係ゲームの実践は、全員が障害をもつ子ど
も集団においても、効果が期待できると予想される。
　そこで本研究では、障害を持つ子ども達の集団に
おける対人関係ゲームの実践が、個別児童の集団へ
の抵抗感、対人関係スキルの向上等、心理的にどの
ような影響を与えるのかを探索し、集団としての特

性の変容を含めて、その効果を明らかにすることを
目的とする。

Ⅱ．方法

1．調査対象
　長野県内のⅩ特別支援学校（知的・肢体・病弱）小
学部において任意で行われている「親子SST（Social 
Skills Training）」の4つのグループのうち、グルー
プYに所属する児童を対象とした。グループYの児
童は4年生から6年生までの男子3名、女子2名（計5名）
で、発語があり遊びの発達段階が連合遊びから協同
遊びの段階（川島・渡辺、2010）5）にある。またグルー
プYには児童らの保護者と教員ら（第2筆者を含む）
も参加し、合計13名の集団である。

2．調査方法
　第2筆者はグループYの親子SST活動へ担当教諭
と共に参加し、児童のアセスメントおよび授業案作
成、授業内でのサブティーチャーおよびメインティー
チャーを行った。授業では最初に視覚支援、ロール
プレイ等でソーシャルスキルを学び、その後の活動
に対人関係ゲームを行う場を設定した。参加観察法
により調査を進めながら、録画された行動記録を行
動カテゴリーに分類し、効果分析を行った。また担
当教諭への聞き取りや学級担任および保護者へのア
ンケート等を実施し、分析のための資料とした。

3．実施期間
　グループYの親子SST実施日は、20XX年8月か
ら12月までの間の4日間。1回の実施時間は約45分間。

Ⅲ．事前調査と対人関係ゲーム
　対象児童の特徴を理解し、実施に適した対人関係
ゲームを決めだすために、①「前年度の対象児の様
子の聞き取り」、②「保護者会での話し合い」、③「保
護者アンケート」、④「対象児学級担任へのアンケー
ト」を行った。
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1．�①「前年度の対象児の様子の聞き取り」
および②「保護者会での話し合い」で
明らかになった児童（A、B、C、D、
E）の様子は表1のとおりである。

2．③「保護者アンケート」から

1）保護者への事前アンケート質問内容

（1）�集団（学校や事業所等）の中にいる時、どんな
友だちと遊ぶことが多いですか。

1．誰とでも遊ぶ　2．仲の良い友だちとだけ遊
ぶ　3．一人で活動している　4．大人との活動
が多い

（2）�親しい友だち以外と一緒に遊ぶことはありま
すか。

1．誰とでも遊ぶ　2．仲の良い友だちと一緒で
あれば遊ぶ　3．大人と一緒であれば遊ぶ　4．
親しくない友だちとはあまり遊ばない

（3）�普段のお子さんの遊びの様子について、こん

な姿が見たいこんな遊びをして欲しいなどの
自由記述

2）保護者への事前アンケート結果
　アンケートの結果、B、C、D、Eの保護者から表
2、表3のような回答を得られた。

3．�④「対象児学級担任へのアンケート」
から

1）学級担任への事前アンケート質問内容

（1）�集団（学校や事業所等）の中にいる時、どんな
友だちと遊ぶことが多いですか。

1．誰とでも遊ぶ　2．仲の良い友だちとだけ遊
ぶ　3．一人で活動している　4．大人との活動
が多い

（2）�親しい友だち以外と一緒に遊ぶことはありま
すか。

1．誰とでも遊ぶ　2．仲の良い友だちと一緒で
あれば遊ぶ　3．大人と一緒であれば遊ぶ　4．

①親子SST担当教諭からの聞き取り ②事前打会での保護者意見

グループY
対象児童

対象グループの児童の様子および前年度SSTの様子 親子 SST で取り組ん
でみたいこと

グループでやってみた
い内容や要望

A
（小4女子）

担任や同じクラスの友だちとよく関われる。初めておよび関わり
の少ない相手へはやや緊張感があるが、徐々に打ち解けていける。
友だちに対して、やや強い口調になることがある。

トランプ ・神経衰弱
　（カード合わせ）

・順番を待つゲーム

・シルエットクイズ

・皆で簡単なルールの
運動遊びができたら
よい

・色々な活動を通じて
日 （々様々な課題を）
解決する方法を学べ
ればありがたい。

B
（小4男子）

担任や同じクラスの友だちとよく関われる。初めての場や慣れな
い場に対する緊張度が高い。掃除機・ボウリングが好き。分教室
在籍・前年度のSSTでは参加できた活動は僅か。別グループの
SSTへの参加を拒否し、廊下で過ごす。仲の良いCのいるグルー
プへ変更希望がありグループYへ。

興味が出るような課題
お友だちと楽しく遊べ
るようなことができれ
ばよい。

C
（小5男子）

他者との関わりに興味があり、クラスメート・仲の良い友だち・
先生等をよく誘って遊ぶ。初めての場・緊張する場等、慣れない
場への苦手意識が強い。体を動かして遊ぶことや工作が得意。集
団参加への強い抵抗。前年度のSSTはグループに入ることを拒否。
他教室にて教師と1対1で活動。学校で母親と共に過ごす恥ずかし
さで不安定になることも。

自分で計画をたててこ
なす
お菓子探し

D
（小5男子）

同じクラスの仲の良い友だちと、おしゃべりをしながら遊ぶ。穏
やかな性格で引っ込み思案傾向も。工作や絵を描くことなど、制
作が好き。意思表示が苦手で遊ぶ相手は特定の児童に固定化傾向。

たからさがし
プレゼントを貰う

E
（小6女子）

担任や同じクラスの友だちとの関わりは持てる。慣れない場や人
物への緊張度が高く引っ込み思案な面もある。お絵描きが好き。
分教室在籍・本校登校の際は担任と一緒であれば活動するが、担
任が来るまでは硬い表情で動かないことがある。

工作　手作り
一緒にいて楽しく過ご
せること

表1　前年度の様子および事前打合会での保護者意見まとめ（抜粋）
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親しくない友だちとはあまり遊ばない
（3）�普段の本児の遊びの様子について、願い等の

自由記述

2）学級担任への事前アンケート結果
　アンケートの結果、表4、表5のとおり回答を得ら
れた。

表2　普段の対象グループ児童の遊びに関するアンケート結果（保護者）

（1）�集団（学校や事業所等）の中にい時、どんな友
だちと遊ぶことが多いですか。

1．誰とでも遊ぶ E

2．仲の良い友だちとだけ遊ぶ B　D

3．一人で活動している

4．大人との活動が多い C

（2）�親しい友だち以外と一緒に遊ぶことはありま
すか。

1．誰とでも遊ぶ E

2．仲の良い友だちと一緒なら遊ぶ B

3．大人と一緒であれば遊ぶ D

4．親しくない友だちとはあまり遊ばない C

（3）普段のお子さんの遊びの様子について、こんな姿が見たい、こんな遊びをして欲しいなどの自由記述

C 週末はだいたい外遊びで過ごす。知らない人から話しかけられた時にひどくおこってしまうことがある。
受け入れられる人の範囲が広くなっていくといいなと思います。

D 音楽が好きなので、リズムに合わせて身体を動かす。（自宅では歌手の動きの真似をしています）

E 元気に楽しくのびのびと遊べると良いと思う。周りにいる他の人とも関われたり、そのお友だちとも関
係を楽しんだりしながら、お友だちのことを思いやる気持ちを育んでいけたら嬉しい。

表3　保護者への事前アンケート自由記述より

表4　普段の対象グループ児童の遊びに関するアンケート結果（学級担任）

（1）�集団（学校や事業所等）の中にいる時、どんな
友だちと遊ぶことが多いですか。

1．誰とでも遊ぶ E

2．仲の良い友だちとだけ遊ぶ A　B　C　D

3．一人で活動している

4．大人との活動が多い

（2）�親しい友だち以外と一緒に遊ぶことはありま
すか。

1．誰とでも遊ぶ E

2．仲の良い友だちと一緒なら遊ぶ A

3．大人と一緒であれば遊ぶ D

4．親しくない友だちとはあまり遊ばない B　C

（3）普段の本児の遊びの様子について、願い等の自由記述

A 遊びの中で、正しいことばづかいや伝え方を学んでいけると良い。
（例：「やめろ！」→「痛いからやめて」　「〇〇君、一緒にあそぼう！」など）

B 体を動かす遊びや、トランプ等のカードゲーム等いろいろな遊び。「そうじき」が好きで時間を決めてやっ
ている。遊びでそうじきにこだわり過ぎてしまうことが課題。

C 仲の良い友だちが増えて集団の中で遊べる姿が増えた。体育館や音楽室等の特定の場所で慣れない集団
に入る姿も増えてきているので、更に安心して活動に参加できるように願っている。（前年まで体育や
音楽は不参加）

D 友だちと一緒にコンビニごっこ遊びをする。工作が好き。自由に絵（コンビニ、ガソリンスタンドなどのロゴ）
をかくことが多い。教室などを飾り付けてお店に見立てるなど、場所を使って遊ぶ。おせっかいなとこ
ろがあり、力が強くなった時に無理やりやらせてしまうかもしれないと、お家の方も心配している。

E 誘われたり、同じ空間にいたりすれば誰とでも遊ぶが、気が変わって他の所へ行ったり、違うことをし
たりして長く遊べない。遊びの好みが合う友だちとは30分程ごっこ遊びや伝承遊びなどが続く。「これ、
やろうよ」と自分から提案したり、友だちと相談したりしながら、友だちと関わり合って好きな遊びを
楽しんでできるようになってほしい。（人に合わせて遊ぶのだが、楽しくなさそうなこともあるので）

表5　学級担任への事前アンケート自由記述より
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4．ターゲットスキルと対人関係
ゲーム

　事前調査①②③④から、対象グループの児童は普
段親しい友だちとの関わりは多いが、それ以外の友
だちとの関わりには消極的であることが分かる（表2・
4）。また人と関わることを求めてはいるが、集団参

加への不安がある児童が多く、関わりの広がりや人
との関わり方を学ぶこと、集団参加への不安やこだ
わりを軽減することについての願いが保護者・担任
どちらからも共通して挙げられていることが分かる

（表1・3・5）。そこで、特に下線部分の内容に注目
して考察し、親子SST内の対人関係ゲームコーナー
において行うターゲットスキルを表6のように決定

ゲーム名 ルール 期待できる効果 対象グループに対する支援の工夫

紙コップタワー
「新聞紙タワー」より

大量の紙コップを使ってタ
ワーを作り、高さを競う。

友だちと一緒にタワー作
りをすることで協力、連
携、折り合う力をつけて
いく。

・紙コップ遊びからタワー作り
へ自然に誘導

・扱いやすい紙コップを使用

たからさがし
「クッキーデート」「魔女
のプレゼント」より

それぞれのカードを合わせ
ることでヒントを得て、カー
ドに書かれたクイズやミッ
ションをクリアすることで
校内に隠された宝を見つけ
る。

友だちとカードを合わせ
る、一緒にミッションを
クリアする、といった体
験をしながら、協力する
スキル、仲間と過ごす充
実感を学ぶ。

・文字や写真を使い分け、各児
童の実態に合わせたヒント
カードやミッションを用意す
る

・教師が必要に応じてヒントの
補足や読字の補助等

自己紹介とほめことばさ
がし

「よいとこ探し」「ホッと
シート」より

何枚かの「ほめことばカー
ド」の中から、自己紹介を
している子に言ってあげた
いほめことばをみつけて伝
える

ほめて貰う体験、ほめる
体験を通し、あたたかい
言葉をかけるスキルや、
他者理解、自己理解の力
を伸ばす。

・「ほめことばカード」を用意
し選択できるようにする

サケとサメ
くじらとくるま

「サケとサメ」より
「くじらとくるま」は児
童からの提案で興味のあ
る物にチーム名を変更し
たもの

2チームに分かれ、リーダー
に名前を呼ばれたチーム
は、逃げ、敵チームが捕ま
える。自分の陣地まで逃げ
ればセーフ。

身体運動により不安や緊
張を和らげ、他者との交
流を楽しんだ経験を積む。
コールに耳を傾けること
で、聴く力を伸ばす。
捕まっても気持ちを切り
替える等、情動をコント
ロールする力を身に付け
る

・捕まえる、逃げるだけのシン
プルな内容にする

・チーム名のイラストが貼られ
色分けしたビブスを用意

・陣地の距離を少しずつ遠くす
る

・大人チームと子どもチームに
分ける

・観察行動をしている子どもに
留意

2人（親子）でコラージュ
みんなでコラージュ

子ども達の興味のありそう
な切り抜きや親子 SST 時
の写真を用意。最初は1～2
枚と数を指定して好きな切
り抜きを選び、画用紙に貼
り付けていく。貼り終わっ
たら、お互いに見合い、続
いて自由に切り抜きを選ん
で貼っていく。
まずは親子2人で画用紙を
使って行い、最終日にはグ
ループみんなで模造紙を
使ってコラージュ作品を作
り題名を付けた。

複数人で一緒に作品を作
ることを通し、切り抜き
を貼る場所を調整した
り、切り抜きを譲り合っ
たりするなど、折り合う
力をつける。
友だちの選ぶ物を見るこ
とで、他者理解の力を伸
ばす。

・キャラクターや写真など、対
象児一人ひとりの興味がある
物をリサーチしておき、準備

・自分で切り取る過程は省略し、
選ぶ・貼る作業に絞る

・書字に興味のある児童用にマ
ジックを用意

・糊をセットした作業用のトレ
イを人数分用意

・選びやすさと、作業内容の理
解を促すために、最初に提示
する切り抜きや写真は数枚。
1回目の貼り付けが終わった
後に、自由に作業するための
数十枚の切り抜きを提示する

表6　親子SSTグループYで行う対人関係ゲーム（ターゲットスキル）
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した。
　いずれのゲームにおいても、ルールをシンプルに
する、発語に代わる表現方法を用意しておく等、特
別支援学校児童の実態に合わせて、内容の工夫を
行った。また、保護者の理解と協力を得るために、
各回に具体的な内容を記した通知を配布した（図1）。
また対人関係ゲームの実際の様子を参考までに図2
に示した。

Ⅳ．評価手続き

1．評価のためのゲームと行動カテゴリー
　実施された対人関係ゲーム（表6）のうち、グルー
プの児童全員が同時に参加し、交流や協力をねらい
としているゲームを抽出した（表7）。ゲーム中にお

ける対象児一人ひとりの対人行動を、第2筆者によ
る参加観察法及び録画による記録から抽出し、対人
行動カテゴリーをもとに対象児童の行動を分類した。
対人行動カテゴリーは、白井・杉野（2001）6）による「行
動カテゴリー」、藤塚（2015）7）8）の「仲間入り、遊び
への参加の方略カテゴリー」を参考に、親子SST担
当教諭からの聞き取りと、全日程参加したC・Dの
1回目の行動の様子から、第1筆者と第2筆者に加え、
客観性を担保するためにゼミ学生3名を加え、合計5
名でKJ法による項目分類を行った。その結果、「1．
観察」「2．単独参加」「3．同調行動」「4．積極的交渉」

「5．攻撃的交渉」「6．依存的交渉」「7．中立的交渉」「8．
受容」「9．拒否」「10．離脱」の10項目を抽出し、「対
人関係ゲーム中の対人行動カテゴリー」とした（表8）。

図1．授業展開例（保護者通知）　内容のカッコ内は（ターゲットスキル／対人関係ゲームの種類）

図2．「みんなでコラージュ」（ゲームの実際の様子）

対人関係ゲーム（ゲームの種類） 活動時間

1回目 紙コップタワー（協力） 約9分間

2回目 サケとサメ　　（交流） 約5分間

3回目 くるまとくじら（交流） 約5分間

4回目 たからさがし　（協力） 約8分間

表7　抽出された対人関係ゲーム
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2．分析と評価
　各対象児の行動を対人行動カテゴリーと照合し、
各回ごとの対人行動全体のうちの各項目の出現割合、
各項目の平均値を算出し、対人関係ゲーム中の対象
児の行動の傾向を分析した。更に対人行動カテゴ
リー中の2～8を対人関係ゲームへの「参加行動」、3
～9をゲームに関する「相互交渉」とし、ゲームへの
参加割合、他者との相互交渉の割合を算出し考察し
た。また、対人関係ゲーム中の対象児の行動の傾向、
行動記録、授業後の保護者からの感想（口頭・記述）、
子ども達によるフィードバック「楽しかったことの
発表」から、ゲームの効果を考察した。

Ⅴ．結果と考察

1．各対象児童の結果と考察

1）Aの対人関係ゲーム中の対人行動の傾向
　事前調査では強い言動があり正しいことばづかい
の学習等他者との接し方についての課題が挙げられ
ていた。普段の遊びでは、仲の良い友だちとだけ遊

ぶ傾向があった。対人関係ゲーム中のAは「積極的
交渉」が37.0％～55.3％と、毎回すべての項目の中で
高くなっている（図3）。「4．積極的交渉」が37.0％で
あった4回目は、「8．受容」が19.6％と2番目に多く、
次いで「3．同調行動」17.4％となっている。4回目で
初めて「5．攻撃的交渉」行動が見られたが、4.3％と
それほど高い数字を示しておらず、割合で見た時も
他児より低い（壊す行動が見られた1回目に欠席して
いたことも要因と考えらえる）。また、普段生活を
共にしていない集団の中での活動であるが、各回に
おいて相互交渉の割合は高くなっており（図4）、対
人関係ゲームへの参加行動の割合は100％であった

（図5）。初めて活動に参加し対人関係ゲームを体験
した際は、表9の行動記録欄の下線部のように、丁
寧に応答や質問をする姿や相手を思いやる行動、素
直にルールに従う等の対人行動が見られた。また、
表9の02′27の行動のように、ルールは分かっている
が敢えて楽しそうにしている他の児童の模倣をする
など、他クラスの児童との「同調行動」が現れ、徐々
に集団の中に打ち解けていく様子が見られた。本人
の振り返り（表10）では毎回「たからさがし」を挙げ
ている。4回目の「攻撃的交渉」についても単独参加

カテゴリー 意味、及び具体例

1．観察 ゲームの集団の中には入らず、相互作用が認識できる距離に接近し、仲間の活動
を見る

参
加
行
動

2．単独参加 ゲームの集団の中には入らないが、単独でそのゲームに関する行動をする

相
互
交
渉

3．同調行動 ゲームへの導入時やゲーム中に明示的な提案がない状態で相互に動きを模倣し合
い情動を共有する（笑ったり、跳ねたり）　集団の動きに合わせようとする

4．積極的交渉 ゲームに積極的に参加・賞賛・感心・励まし・提案・勧誘「～やろう」・自己主張
（自慢）・活動に関する対話・呼びかけ

5．攻撃的交渉 「～しないで」と禁止する・強い指示・「～しろ！」と命令・破壊・わざと壊す

6．依存的交渉 援助「手伝って」・許可・承認「～してもいい？」・要求「～して」・甘える・ちょっ
かいを出す・言動を真似る

7．中立的交渉 挨拶・質問・お礼・迎える・見送る・ゲーム中に他のメンバーの参加行動を見る

8．受容 相手の提案や指示を受け入れる・仲間に入れる・ゲームのルールに従う言動や行
動・応答（答える、行動で示す）・待つ

9．拒否 「いや」「やらない」と拒否する・反抗する

10．離脱 ゲームから離脱・ゲームとは関係のない行動・無反応・無視

表8　対人関係ゲーム中の対象児の対人行動カテゴリー
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をしているBを集団に誘い込もうとしての仲間を意
識した行動であった。Aは「協力するゲーム」へ関
心を寄せており「協力するゲーム」を通して自己有
用感や充実感を感じていくことが可能と思われる。
2）Bの対人関係ゲーム中の対人行動の傾向
　Bは通常、特別支援学校の分教室で生活しており、
本校へ来ること自体が慣れない状況である。フィー
ドバック（表11）では楽しかったことを、大好きな「そ
うじき」と答えるなど、好きなものを拠り所としな
がら参加している。事前調査では仲の良い友だちと
だけ遊ぶ傾向が示されており、前年度の親子SST
は参加できた活動は僅かであった。今回別グループ
の活動に参加できずCとの関係性からグループYへ
と所属替えを行った。そのため行動記録でもCとの
相互交渉が多く見られた。対人行動の項目別割合（図
6）では1回目の「紙コップタワー」での「積極的交渉」
が41.2％と最も高い数値となり、行動記録からはC

と教師KTとの関わりの中で、協力してタワーを作
ろうと積極的に行動する姿が見られた。3回目の「サ
ケとサメ」では「観察」が30.6％、次いで「拒否」と「依
存的交渉」が25.0％となっており、積極的交渉は0％
であった。第3回の行動記録からは、さり気なく教
師が言葉をかけ、それに対して要求したり拒否をし
たりといった相互交渉が主に見られた。相互交渉と
単独行動の割合は半々である（図7）。Bのような集
団への苦手意識が強い児童と交流するゲームを行う
際は、依存的交渉行動を引き出すなど誘い方に充分
に配慮することで参加行動が現れるきっかけとなり
そうである。4回目「たからさがし」では積極的交渉
行動も見られ、「単独参加」31.9％、「受容」29.8％と
なった。また、参加行動の割合（図8）は100％である。
たからさがしでは、それまでCまたは大人との関わ
りが主だったBに行動記録例（表12）行動記録欄内の
下線部のようにC以外の児童Aとの相互交渉や、D
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図3．Aの対人行動の項目別割合
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時間 集団の様子　NT・KT：教師　S：筆者
（サケ：子ども＋KT　サメ：大人）

行動の記録（発言・行動等） 大人による働きかけ カテゴ
リー

00′08 NT「白い線までお願いします」 「はい！」と気をつけをする 8

00′14 みんなが並ぶのを待つ　ルールの確認等　
コール①

「サケって言ったら逃げるの？」 S「そうだよ」 7

中略

01′00 「さ、さ、さ…サメ！」
構えてリーダーの声を聞こうとする　コー
ル②

素早くSの腕を捕まえる S　Aに捕まる「捕まっ
ちゃった～」

4

01′06 それぞれ逃げたり捕まえたりする Sの腕をそっと離し、はにかんだ笑顔 4

01′18 E「もう1回やればいいよ」
KT「もう1回やればいいよ、だんだん分かっ
てきた」

「もう1回やれば…」のセリフを聞いて線上
へ並ぼうとする

8

01′25 NT「さ、さ、さ…サケ！」　コール③ 笑いながらサケの陣地へ素早く逃げる KT一緒に陣地へ逃げ
る

4

中略

02′10 くるま用マットを敷くNTを見て、笑いだ
す子

NTがくるまチーム用のマットを敷いたの
を見て他の子と共に笑う

3

02′20 NT「いくよ！さ、さ、さ…くるま！」　コー
ル④

NTをじっと見てコールを待つ 4

02′24 大歓声　みんなでCを捕まえに行く「やっ
たー！」

大人に交じってCを捕まえに行く 4

02′27 Cが捕まっている 大人たちに捕まるCを見た後、くるまチー
ムのマットへ逃げて座り込む

3

02′33 他の子どももくるま陣地に入って笑い転げ
ている

D、Eと共に、マットの上で笑っている 3

表9　Aの行動記録例　　（抜粋）　　第2回　9・11　　サケとサメ　　（交流するゲーム）

1回目 2回目 3回目 4回目

A 欠席 たからさ
がし

たからさがし たからさがし（教師の感想に対し）
引っ張っただけー！

保護者（口頭） 欠席 欠席 難しいヒントを解いてしまって凄
くかっこよかった（教師）

タッチする時にB君やみんなを
誘ってくれた（教師）

保護者（記述
より抜粋）

表10　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収

1回目 2回目 3回目 4回目

B そうじき 欠席 そうじき 先生が来てくれた

保護者（口頭） 最初から最後まで参加
できてよかった

課題はできなかったが、この（音楽
室の）中にいられたことが良かった

とばしてあそぼう
楽しくやっていた

保護者（記述
より抜粋）

2人ペアの宝探しとて
もよかった。2人で協
力、言葉のやり取りも
見られた。

SSTが終わった後が（掃除機への執
着で）困る。SSTに続けて行けると
いいが、途中で休むと課題をやらず
自分の好きな物に集中してしまう。

表11　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収
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との同調行動といった関わりが初めて見られた。対
人関係ゲームを通し、Bがグループのメンバーを仲
間と感じ、関わる相手の範囲を広げていったと考え
られる。
3）Cの対人関係ゲーム中の対人行動の傾向
　事前調査から、前年度までの親子SSTでは集団
活動への参加を拒否し個別に学習を行うなど、Cの
集団に対する不安が強いことが分かる。しかし、図
9、図10から分かるように、今年度は全ての回にお
いて集団の中で相互交渉を行いながら活動した。表
13の保護者記述感想3回目「大好きなB君を気遣い、
譲れる姿」4回目「友だちの偉大さを感じた」といっ
たフィードバックや、表12行動記録欄下線部から分
かるように、今回はお互いの信頼度が強いBの存在
が前年度からの行動変容の大きな要因になっている
と思われる。また、図11から、1回目の「積極的交渉」
が48.8％と最も高い割合になっていることが分かる。
1回目に行われた紙コップタワー作りは、タワーが
高くなっていく過程が視覚的に分かりやすく、工作

の好きなCの興味を引き、それが表14下線部にある
Bへの提案や「3人でがんばろう」と協力するなどの、
積極的交渉行動に繋がったのではないかと考える。
また、初めて集団の中で活動することができた第1
回目に、積極的交渉行動が多く見られるような高揚
感や満足感を感じる活動ができたことは、その後の
全ての回への参加動機になったものと思われる。E
や全体に向けての相互交渉行動も見られ（表14、行
動記録欄03′15、05′23）、集団への抵抗感が強いC
が、対人関係ゲームを通して、徐々にこの集団での
活動を受け入れていったと考えられる。相互交渉お
よび参加行動の割合（図9・10）は、徐々に増えた後
3回目に1度減少、4回目の「たからさがし」ではどち
らも最も多くなり、みんなに声をかけるといった集
団をまとめるリーダー役も担った（B、Dの資料、
表12および表16参照）。この相互交渉および参加行
動の割合の増減の傾向はBと似通っている。割合が
上がった「サケとサメ」の日にはBが欠席しており、
下がった日はBがゲームへの参加を拒否していた。

図6．Bの対人行動の項目別割合
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時間 集団の様子
KT：教師　S：筆者　HT：養護教諭 行動の記録（発言・行動等） 大人による働きかけ カテゴ

リー

03′48 A、C、Dの3人はタッチしようと集ま
る
C「B君」

Cに呼ばれるが、ベッドの下を覗いてい
る

S「やってみよう、そしたら
宝が出てくるかもしれないよ
ね」KT「お、3人集まったぞ」

2

03′54 B君も入れようとみんなで呼んだり触
れたりして誘う

A、Cが背中や肩を押したり引いたりし
て誘うのを受け入れつつベッドの下を覗
いている

S「じゃあ、その（B君の）近く
でやろうか」Bの近くでタッ
チの構え KT「うん、B 君の
近くでやったら、いいねぇ」

8

04′04 Bの近くに集まってくる Dに足や背中を引っ張られながら促され、
みんなの方を向く

S　Bの近くにしゃがむ「みん
なで、4人で…」

8

04′07 Sも含み5人全員で輪になってタッチ
する「タッチ―！」と掛け声　D「せー
の！」

Dの声に合わせるようにタッチのポーズ
で手を広げる

S 合 図「 せ ー の …！ タ ッ
チー！」

4

04′12 みんなでタッチをする 両手を広げてCやDやSが手を合わせに
来るのを受ける

4

中略

04′28 再びタッチしようと集まる　Cが「四
人…早く、タッチ！」と両手を広げて
みんなを誘う

Cの誘いを聞き、両手を広げてタッチを
しに行く

KT「よし、もう1回やってみ
よう。さっきいい感じだった
ぞ」

4

04′34 離れていたAをCが腕を取って呼び寄
せる

手を広げてみんなを待つ KT「あ、今度はAちゃんが
いない？」

4

04′36 みんなで輪になりタッチ みんなとタッチをする KT「いいぞ、いいタッチだ」 4

04′37 それぞれ宝を探す ベッドの方へ 2

04′46 A「あった！」音楽が流れ、宝を見つ
ける

1人ベッドの下を覗いている 隠してある場所から音楽を流
す

2

05′16 宝を持って保健室を出たり、宝を確認
したりする

Bの宝を持って近づいてくるDや「あっ
た」というAの方を見る

KT「どっちかB君のかなぁ」 7

中略

06′45 Dが宝を掲げて向かってくる Bから宝を受け取る KT「よかったー」S「ありがと
う」

8

06′47 宝箱を眺めながらみんなと歩く 3

06′49 D「いくぞ！」音楽室へ向かって走り出
す

走り出したBに気付き、後を追うように
笑顔で走り出す

S　Bと共に走る 3

表12　Bの行動記録例（抜粋）　　第4回　12・4　　たからさがし（協力するゲーム）

図9．Cの相互交渉の占める割合 図10．Ｃの参加行動の占める割合
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2人の関係がお互いのゲームに関する行動に影響し
ていると思われる。教師のさり気ない言葉がけから
ゲームに関わり始める行動も見られたため、B同様、
依存的交渉行動を引き出すような支援により、参加
行動が増えていく可能性が高い。また、対人関係ゲー
ムによる「楽しかった」という満足した経験を1回目
で感じることも、その後の参加行動に影響してくる
と思われる。更に、「サケとサメ」「くるまとくじら」
では24.3％と30.3％の「観察」行動を起こしているこ
とにも注目したい（図11）。行動記録からは観察の後
に、参加行動が増えていくことが分かる。簡単なルー
ルの運動量の多い交流するゲームを行う際、集団へ
の苦手意識が強い児童にとって、観察は、参加行動
を起こすために必要な行動であると考えられる。表
13保護者記述感想4回目にある「長い待ち時間」はC
にとっての親子SST自体の観察期間であった可能
性が考えられる。
4）Dの対人関係ゲーム中の対人行動の傾向
　交渉行動・参加行動共に割合が高く（図12・13）、
積極的交渉行動を中心に対人関係ゲーム中に様々な
対人行動を起こしている（図14）。保護者からは「表
情がとても豊かで紙コップ遊びでは発散していた」

「小さな声だけど伝えようとする姿」「先生方やお友
だちと関わりながら学べた」といったフィードバッ

クがされており（表15保護者感想下線部）、表情豊か
に楽しみながら自分を表出するスキルを学んでいる
ことが窺える。事前調査で図画工作が好きなことが
示されていたが、本人の振り返りでも、4回とも制
作系のゲームを楽しかったこととして挙げており、
Dは作ったり描いたりする対人関係ゲームに特に興
味関心を寄せ満足感を得たことが分かる。1回目の
紙コップタワーでは高さ競争にはすぐに加わらず、
自分の作品づくりをしながら、C達の様子を見ると
いう「中立的交渉」が多かった（図14）。Dが工作好
きであること、競争するという指示を明確に示さず
にスタートしたことが要因と思われる。しかし、行
動記録からC母達のタワーをわざと壊しに行くこと
で、間接的にC達に加勢するという仲間を意識した
行動が見られた（Cの資料、表14参照）。またDは普
段は特定の友だちと遊ぶ傾向があるが、交流するゲー
ムでの「同調行動」の割合が高くなっており、他ク
ラスの児童であるAやEと運動量の多いゲームを行
うことで、情動を共有しながら次第に打ち解けていっ
たものと思われる。「サケとサメ（くるまとくじら）」
ゲームにはDの緊張や不安を緩和する効果があった
と言える。4回目の行動記録からは「みんな！」と呼
びかけるなど、リーダー的役割を担う姿が見られる

（表16行動記録欄下線部）。また同表04′04のCに続

1回目 2回目 3回目 4回目

C たからさがし 特 に な い。 た か ら
さがし…最初は（隠
し場所が）分かんな
かったよ

発表拒否 発表拒否

保護者（口頭） 初めて最後ま
で参加できま
した

他のお母さんとお話
しすることを許して
くれた

B君にコラー
ジュやろう、
と言えた

とばしてあそぼう頑張った

保護者（記述
より抜粋）

コップタワー
の競争、動画
を見ながら友
だちの様子を
観察、が楽し
かった。職員
のやり取りを
見ての、子ど
も達のセリフ
が面白かった。

皆と同じ物を身に付
けたり、母親が活動
に参加したりするの
が苦手。「サケ」グルー
プに入れなかったが

「車」グループにして
下さったN先生のお
かげで追いかけっこ
に参加できたが、そ
れがなければ見てい
るだけだったと思う。

ルール通り・
時間通りを崩
すことが出来
ない特性があ
るが、大好き
な B 君を気遣
い、少し譲れ
る姿があった。

始めた頃は全く活動に参加できず、一
人でK先生と別室で過ごしていて「親子」
で参加したことは一度もなかった。正直
続けてて良いのか、何の意味があるの
か全くわからずにいたが、無理に皆の
中に入れず、自分から参加できるまで待っ
ていて下さったおかげで、今年は楽しかっ
た。長い待ち時間でしたが先生方のお
かげ。B君の存在も大きかった。友達の
偉大さを感じた。これから少しずつ親
以外の人との関わりの中で、安心でき
る場所を増やしていってほしい。

表13　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収
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いてBを促す行動や、04′28のCの言葉に反応する
行動など、その時リーダー的役割をしているCをサ
ポートするような行動も見られる。以上のことから、
Dはゲームを通してグループの友だちを仲間として
感じていることが窺われ、対人関係ゲームの実施が
Dにとって集団内での対人行動を経験する場として
有効であると考えられる。その際、対象児の好きな
活動を取り入れること、運動量の多いゲームを取り
入れることが、不安や緊張を緩和し（田上、1999）9,  10）

仲間を意識した交渉行動や参加行動を起こす要因に
なっていくと思われる。
5）Eの対人関係ゲーム中の対人行動の傾向
　Eは誰とでも遊べる児童であることが事前調査で

分かり、他者と関わることに関して抵抗感が低いと
考えられる。Bと同様に通常は分教室で生活してお
り、本校での親子SSTは慣れない環境での活動で
あると考えられるが、相互交渉も参加行動も高い割
合を示している（図15、16）。1回目から「積極的交渉」
が67.9％と高い割合を示しており、紙コップ遊びを
通してグループのメンバーにたくさんの働きかけを
したことが分かる（図17）。行動記録からは、母親と
のやり取りが毎回何度かあることが分かり（例：表
17行動記録欄、00′55、02′00）、状況により引っ込
み思案な面も見られるというEが積極的に参加でき
ているのは、母親が一緒であるという安心感が一要
因と考えられる。また、「サケとサメ」「くるまとく

時間 集団の様子　NT・KT：教師 行動の記録（発言・行動等） 大人による働きかけ カテゴ
リー

01′46 全員がC母に注目　「すごーい」と声がかかる C母が高く積んだ紙コップに
注目

C母　紙コップタワー遊びへの
誘い「Cちゃん、見て！」（＊1）

8

01′57 C母の紙コップタワーが倒れそうになるのを
NTが支える笑いが起きる　NTの「こんな時
は？」の問いかけに「だいじょうぶーー？」と口々
に声をかける　本時でねらっているスキルを活
用　笑いだす子ども達　NT「あんな高いの…
やってみようかな」　紙コップタワーの提案＊1

C母の紙コップタワーが倒れ
そうになるのに注目

KT　競争を示唆「おかあちゃ
んすげぇな。負けてられないぞ」

（＊1）KT「やりたいなー」と言
うBに「一緒にやろう」と言葉
をかけ、協力し合うことを提案

8

02′36 C母・NTのグループ　C・B・KTの2グループ
がタワーを作って高さを競い始める　他はそれ
ぞれの遊びをしながらも、C達に「頑張れ」「大
丈夫？」と声をかけたり、C母のタワーをわざ
と倒して大笑いしたりと、タワーにも関心を寄
せ始める

母のタワーを意識しながら、
紙コップを積む
崩れても再度拾って積み直す

タワー遊びに関する言葉がけ
KT「早いぞ、追いついてきたぞ。
母ちゃんに勝てるかもしれない
ぞ」NT「見て！すごいよ」等

4

03′15 C達を応援する声が多くなるE「頑張れ！」と言
いながらC達に駆け寄る

応援しながら駆け寄ってくる
Eの声に反応し、見返す

タワー遊びに関する言葉がけ 8

中略

03′45 みんなが両グループのタワーに注目　勝敗を見
守っている

「B君、おさえて！」 KT「（この高さまで）きたぞ！」 6

03′56 Bが椅子を運んできて上に乗る　E倒れてくる
のを避けようと別の場所へ「みんなー！倒れる
よー！」と呼びかけ

天井に付きそうな紙コップタ
ワーを支える

KT　椅子を使って更に高いタ
ワーになるように工夫

4

04′01 D・Eが、C母達のタワーをわざと壊してC達
に加勢するE「だいじょうぶー？」　D大笑い参
加児童全員がコップタワーを作り始める

コップを拾って先生に渡す NT「まだ時間があるから！」と
再度積み始め、競争に誘う

4

04′28 歓声や落胆の声が響く賑やかな中、コップタワー
作りが続く

「3人でがんばろう！」 KT　Cに呼応「3人で頑張ろう」 4

中略

05′13 大人の積んだタワーをD、Eが倒すなど 「天井に付きそう？」タワー
を抑えている

KT「C ち ゃ ん パ ス！」C、B に
役割を意識させる「天井に付き
そうだよ」

4

05′23 それぞれタワーを作っている 参加者全員に向って自分達の
タワーを指さし「あれ見て！」

C母「わあすごいすごい！」KT
「天井付いちゃうよ」

4

＊1　紙コップ遊びの流れの中で大人がタワー競争を提案し、ゲームを行うという支援計画を立てた

表14　Cの行動記録例（抜粋）　　第1回　8・21　　紙コップタワー（協力するゲーム）
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1回目 2回目 3回目 4回目

D 紙コップであそぼ
う

紙コップであそぼう 親子でコラー
ジュ

みんなでコラージュ

保護者（口頭） 凄く表情が豊かで
した

階段を支え無しで下りていて逞
しくなったなと思った

どの課題も最
後までやった

自分の気持ちをはっき
り言えた

保護者（記述
より抜粋）

お友達への応援、
嬉しかった。表情
がとても豊かで紙
コップ遊びでは発
散していた。男の
子の行動がとても
刺激になっていた。

友達の投げたものが向かってき
たが、笑顔で渡せたことに驚い
た。嬉しそうに音楽室に現れた
ことが嬉しかった。楽しみにし
ていてくれてありがたい。嬉し
い・楽しい時の笑顔が増えて、
感情豊かになってきた。

自分からN先
生 の 隣 に 立
ち、小さな声
だけど伝えよ
うとする姿は
成長 し た と
思った。

じっと待って次の行動
を見守ることを、どの
場面でも大事にした
い。 挨拶 と ZOOM 宝
探しは、先生方やお友
達と関わりながら学べ
た。

表15　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収

図12．Dの相互交渉の占める割合 図13．Dの参加行動の占める割合
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図14．Dの対人行動の項目別割合

1.9%

13.5%

3.8%

23.1%

5.8%
11.5%

23.1%

17.3%

0% 0%0% 0%

12.8%

64.1%

0% 0%
2.6%

20.5%

0% 0%0% 0%

22.9%

42.9%

2.9%

0%

8.6%

22.9%

0% 0%0%

17.0%

8.5%

42.6%

2.1%

8.5%
4.3%

17.0%

0% 0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

1 2 3 4

時間 集団の様子
S：筆者　KT：教師　HT：養護教諭 行動の記録（発言・行動等） 大人による働きかけ カテゴ

リー

01′02 保健室の中へ 他のメンバーを手招きで集めようとす
る

4

01′09 HTの元へいく 「みんな！」「きいて！」とメンバーに
声をかける

S「みんなH先生にきいてみよ
う」

4

01′11 ベッドの方を向くBの肩を叩いて呼寄
せる

4

01′14 「きいてみよう！」HTの方を向く 4

01′16 Aと共に「ヒントカードをください！」 HT「分かりました」 6

01′23 ヒントカードをもらう Aと共にHTからカードを受け取り、
内容を見る

HT「はい」 4

中略 天井に付きそうな紙コップタワーを支
える

KT　椅子を使って更に高いタ
ワーになるように工夫

4

03′48 「4人でタッチせよ」と書いてあること
が分かりA、C、Dの3人は集まる

「おいでー！」 S「やってみよう、そしたら宝
が出てくるかもしれないよね」

4

03′54 B君を呼んだり触れたりして誘う 両手を広げて構え「さあ、来い！」と
待つ

KT「お、3人集まったぞ」 4

03′58 A、CがBを促す Bが覗いているベッドの下を探す S「じゃあ、その（B君の）近くで
やろうか」

2

04′04 Bの近くに集まってくる Bの脚を引っ張る背中に触れる等促す S　Bの近くにしゃがむ「みんな
で、4人で」

4

04′07 Sも含み5人全員で輪になってタッチ
する「タッチ―！」と掛け声

集団の中心に立ち「せーの！」と大き
な声で号令「タッチ」と声を掛けなが
ら、手を合わせていく

S合図「せーの…！タッチー！」 4

中略

04′28 再びタッチしようと集まる　Cが「四
人…早く、タッチ！」とみんなを誘う

Cの誘いを聞き、両手を広げてタッチ
をしに行く

KT「よし、もう1回やってみよ
う。さっきいい感じだったぞ」

8

04′34 AをCが腕を取って呼び寄せる 「みんなで！」とみんなが集まるのを
確認する

KT「あ、今度はAちゃんがい
ない？」

4

04′36 みんなで輪になりタッチ みんなとタッチをする KT「いいぞ、いいタッチだ」 4

表16　Dの行動記録例（抜粋）　　第4回　12・4　　たからさがし（協力するゲーム）
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じら」では、友だちと飛び跳ねたり、連れ立って移
動したりといった「同調行動」が徐々に現れ、割合
が増えている（表17下線部、図17）。「運動量の多い
対人関係ゲーム」の、不安や緊張を和らげる作用（田
上、2003）2）が親しい関係ではない児童との活動へ
の緊張感を軽減していったものと考える。同調行動
が増えていった結果や、「友だちの名前を覚えていた」
という母親からの感想、本人からの「Aとの活動が
楽しかった」といった感想（表18）から、対人関係ゲー
ムを通して、Eがメンバーを仲間として意識していっ
たことが伺われる。更に、ソーシャルスキルとしてロー
ルプレイで例示されたセリフ「もう1回やろう」「大
丈夫？」を、ゲーム内で積極的に使う姿も行動記録
から窺われる。Eにとって対人関係ゲームの実施は、
対人スキルの般化や仲間を意識する経験の場として
有効であると考えられる。また、プログラムの初期
に信頼関係のある支援者が寄り添うこと、運動量が

多い交流するゲームを行うことで、緊張が緩和され、
その効果が高まると考えられる。

2．グループY全体の考察
　4回目のSSTから約2か月後の学級担任への事後
アンケート結果（図18）では、「SST後の人との関わ
り方」に「変化がみられた」「少し変化がみられた」と
いう回答が80％であった。エピソードとして「集団
での音楽や体育の活動に参加している」という例が
挙げられた。「SSTでの学びを日常生活で生かして
いるか」という質問では「非常にそう思う」「そう思
う」「少し思う」という回答が80％であり、エピソー
ドとして「悲しそうな友だちに対して、以前は見て
いるだけだったが『大丈夫？』と声をかける姿が増
えた」といった例が挙げられた。親子SSTで行われ
た対人関係ゲームにおける経験が、学校生活に影響
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図17．E・の対人行動の割合
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時間
集団の様子　NT：教師　KK：
教頭先生　S：筆者（くるま：子
ども＋KK　くじら：大人）

行動の記録（発言・行動等） 大人による働きかけ カテゴ
リー

00′55 母の腕に捕まり飛び跳ねる「負けちゃった？」 6

01′03 C母「いくよーく、く、くー…！」 走るポーズで手を動かしながら、Dと顔を
見合わせて笑う　A、D、Eで笑いをこらえ
ながら構え手を叩く

3

01′05 C母「くじら！」　コール② しばらくKKと全体の様子を眺めてからD
の姿を追ってくじら陣地へ走る　Dと一緒
に飛び跳ねたり手を叩いたりする

KK　Eに寄り添う 3

01′35 D「もう1回やるかー！」 Dの姿を目で追っている S「よしもう一回やるか」 7

01′40 もう1回やるか～と同調しながら
スタンバイ

Dを追って「もう1回やるか！」と言いなが
ら陣地から出てきて手招きするDの近くへ

8

中略 Aと共にHTからカードを受け取り、内容
を見る

HT「はい」 4

01′56 それぞれの陣地へ逃げる 「くるま！」と言いながら逃げるがNTに捕
まる

NT「Eちゃん捕まえました！」 4

02′00 捕まった子や逃げた子がはしゃ
ぐ　NT「もう1回やればいいよー」

「わー！あー！」「くるまだったのにー！」と
言いながら母の方へ走っていき飛び跳ねて
いる

NT「Eちゃん見てみて、もう1
回やればいいよー」

6

02′08 子ども達連れだって「もう1回や
ればいいよー！」と飛び跳ねなが
らスタート地点へ

「もう1回やればいいよ！」とNTの真似をし
て指を差し、A、Dと連れだってスタート
地点へ「もう1回やろ！」A、Dと共に飛跳
ねながら、線上に並ぶ

本時の学習内容「もう1回やれ
ばいいよ」と言い合う子ども達
に拍手をする

3

表17　Eの行動記録例（抜粋）　　第3回　11・6　　くるまとくじら（交流するゲーム）

1回目 2回目 3回目 4回目

E たからさがしでいっぱい走り
まわったこと

たからさがし、Aちゃんと
やったのが楽しかった

くるまとくじら 欠

保護者（口頭） とても楽しそうだったし、「大
丈夫？」という言葉が言えた

お友だちの名前をたくさん
覚えてきたなとびっくり

「もう1回やろう」が言
えて、楽しそうでよかっ
た

保護者（記述
より抜粋）

一緒に楽しむことができた。
ルールや動きがある活動の中
で、子どもなりに周りの人と
も関りをもてているのを感じ
嬉しい。子ども達ってすごい

親も一緒に楽しめる内容だっ
た。E がお友達の名前を声
に出して、その場にいない
B君のことも気にかけてい
る姿に嬉しくなった。

色々なメニューを子ど
もと楽しませて頂き、
終始笑っていた。娘が
お友達の名前を覚えて
いたことに驚いた

表18　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収

図18．学級担任への事後アンケート

1.大きな変化がみ
　られた

0%

2.変化がみら
　れた

40%

3.少し変化
　がみられた

40%

4.特に変化は感
　じなかった

20%

①親子SST後に本児の人との関わり方に変化がみら
　れましたか

1.非常にそう
　思う

20%

2.そう思う

40%

3.少し思う

20%

4.思わない

20%

②今年の親子SSTで学んだことを日常生
　活で生かしていると思いますか
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を与えていると感じている学級担任が多いことが分
かった。
　対人関係ゲーム中の対人行動の項目ごとの割合は、
個々の児童においてもグループ全体においても、「4
積極的交渉」が最も多いことが分かる（図19）。ゲー
ムを楽しみながら良好な人間関係を築いていくため
に必要な、主張するスキルや協調するスキルである、
誘う、提案する、励ます、称賛する、協力するといっ
た積極的交渉行動を自然に起こしていると考えられ
る。グループの項目別割合において、次に多いのが「8
受容」である。ルールに従ったり、リーダーの言葉
を聞こうとしたりと、協調するスキル、聞くスキル
等、ゲームを通して相手を受容するスキルを般化す
る体験を積んでいるものと思われる。
　以上の結果から、対人関係ゲームの実施は、全員
が障害を持つ特別支援学校の児童集団においても、
良好な人間関係を築くためのスキルを学ぶ場として
有効であることが示唆された。同時に、ルールを理
解してそれを守ることができるようになったこと、
そして参加行動や相互交渉が多く出現してきたこと
から、リレーションの取れる集団に変容し、Yグルー
プが集団としての特性を高めたものと推測される。

Ⅵ．総合考察

1．「仲間」を意識する心理体験の場
　本実践では、前年度は個人で活動していた児童も
含め、どの対象児も毎回集団の中で活動する経験を
積むことができた。ゲームでの、楽しかったという
心理体験は、次のゲームへの参加動機の一つとなっ
たと考えられる。また、カテゴリー分類により児童が、
主張・協調スキル獲得に必要な積極的交渉行動を中
心に様々な対人行動を起こし対人経験をする場とし
て、対人関係ゲームが有効であることが分かった。
総じて高い参加率となった4回目の「たからさがし」
では、前半はDが全体に呼びかけ、後半はCがみん
なを集めるというリーダー的役割を担い、AやDが
Cを支持するような動きも見せていた。「宝がみつ
かる」という達成を共に経験し、それぞれが目的達
成のために必要とされるなど、対象グループは対人
関係ゲームを通して「仲間」を意識する心理的体験
ができたと考えられる。

図19．対人行動の項目ごとの割合（個人およびYグループ）
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2．�特別支援学校小学部における対人関
係ゲームの活用

　発達障害をもつ子どもにとって、5歳代と10歳～
12歳の2つの時期は、コミュニケーション能力が飛
躍的に向上する時期となることが多く、対人関係に
おいても成長が認められる（杉山、2007）11）。しかし、
特別支援学校の児童はそれぞれの特性に合わせた個
別の支援（指導）計画が立てられ、それを基に教育活
動が行われるため、個々での学習場面が多くなり、
集団での活動体験は通常学校に比べ少なくなる傾向
がある。また、友だちとの活動に興味を持ちながら
も、過敏さやコミュニケーションの困難さといった
特性により、他者と関わることに強い不安や緊張を
感じたり、主体的に関わったりしていくことが難し
い児童もいる。そのため特別支援学校では、ソーシャ
ルスキルを般化していく場を意図的に作る必要があ
るといえる。対人関係ゲームは、こうした特別支援
学校の児童にとっても意味のある体験となりうる可
能性が高いことから、今後大いに活用したいプログ
ラムであると考える。

3．�障害を持つ子ども達の集団における
対人関係ゲームの実施

　今回の実践では、ルール理解の認知の差や内容に
関する得手不得手等、児童の実態に応じてどのゲー
ムもルールの変更や支援の工夫等の環境調整を行っ
た。特別支援学校に限らず、ルールの理解が難しい
等の特性をもつ児童を含む集団が対人関係ゲームを
行う際は、児童の実態に応じて内容を工夫するなど
の環境調整を行うことによって、個別児童の参加行
動率が高くなると言えるだろう。こうして個の行動
の向上的変容が集団としての特性を高め、集団の特
性が高まることで個の行動変容がまた促される可能
性が示唆された。

Ⅶ．課題と今後の展望
　本研究では行動記録に大人による働きかけの項目
を設けている。さり気ない教師の言葉がけや、母親
の呼びかけ等、大人による働きかけが対象児の行動
に変容をもたらしている場面は多く、今回はその一

部を取り上げてはいるが、全体の分析や詳細な考察
はされていない。支援者による働きかけは、特別支
援学校の児童のゲーム中の行動変容において重要な
ポイントであると考える。対人関係ゲーム中のどの
ような働きかけ（支援）が対象児の行動にどのように
影響したのか、その効果についても今後検証してい
きたい。
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